ffi 用上のご注意 故障かな？と思った6 


置さ場所について 

本機や CD 等を次のよラな場所には置かないでください。 

• 磁石やスピーカーのすぐそばなど、磁気を帯びたところ 
• テレビの近く 

取り扱いについて 

• CD ぶたを開けたまま放置しないでください。内部に3ミやほこりび入り、故障 
の原因になることびあります。 

• 本機のスピーカーには強力な磁石を使っていますので、次のよラなをのは本機の 
そばに置かないでください。 

一時計 

ークレジットカードなどの磁気カード 

一カ セットテープ、ビデオテープなどの臟気テープ 

CD - R / CD - RW について 

• 本機は、 CD - DA フォーマッドで記録された CD - R (レ〕ータブル)と CD - RW ( i 」 
ライタブ J レ)ディスクを再生することびでさます。ただし、ディスクや記録に使 
用したレコーダーの状態によっては再生できない場合びあります。 

• CD - DA は 、 Compact Disc Digi ね I Audio の略で、一般才ーディオ CD に使巧さ 
れている、音楽収録巧の規格です。 

著作権保護技術付音楽ディスクについて 

• 本機は、コンパクトディスクに D ) 規格に準拠した音楽ディスクの再生を前提と 
して、設計されています。最近、し K つかのレコード会社より善作権保護を目的 
とした技術び搭載された音楽ディスクび販売されていますび、これらの中には 
CD 規格に準拠していないちのちあり、本機で再生でをない場合びあります。 

DualDisc について 

• DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専用面とを組み合わせた新しい両 
面ディスクです。尚、この音楽専巧面はコンパクトディスクに D ) 規格には準拠 
していないため、本製品での再生は保証致しません。 

CD の取り扱いかた 

• 文字の書かれていない面(再生面)に細れないよラに持ちます。 

• 祇やシールなどを貼ったり、傷つけたりしないでください。 



• 長時間再生しないとをは、ケースに入れてなをしてください。ケースに入れずに 
重ねて置いたり、ななめに立てかけてお<とそりの原因になります。 

• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。円形外の特殊な形状(星形、 

ノ V —卜形、カード型など)をしたディスクを使用すると、本機の故障の原因とな 
ることびあります。 

CD のお手入れのしかた 

•指紋やほこりによる CD の巧れは、音質低下の原因になりまず。いつをきれいに 
してお去ましよラ。 

• ふだんのお手入れは、柔らかい巧で CD の中むからがの方向へ軽く拭をます。 



• ミちれびひどいときは、水でみし湿らせた巧でがいたあと、さらに乾いた巧で水気 
を拭さ取って< ださい。 

•ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤などは、 CD を傷めることびあり 
ますので、使わないで<ださい。 


サービス窓□にご相談になる前にもう一度チェックしてみてください。ご不明な点 
びあるとさは、ち下に記載されているソニーの相談窓□にご相談ください。 


慎通 I 

電源が入5ない。 

• 電源コードを AC IN 端子とコンセン 
卜にしっかり差し込む。 

• 乾電池を正しく入れる。 

• 乾電池び消耗していたら、すべて新 
しいちのと交換する。 

音が出ない。 

• 音量を調節する。 

• へッドホンを0(へッドホン)端子か 
ら损く。 

雑音が入る。 

• 近<で携帯電話などの電波を発する 
機器を使用している^携帯電話など 
を本機から離して使用する。 

[ cdW ] 

再生が始ま5ない。 

CD び入っているのに r - - J が表示 

される。 

• CD び裏返し-►文きのある面を上にす 
る。 

• 〔0の巧れびひどい^ク|」ーニングす 
る。 

• レンズに露(水滴)びついている^〔0 
を取り出して CD ぶたを開けたまま] 
時間くらい置く。 

• ファイナライズ姐理(通常の CD プ 
レーヤーで再生でさるよラにする処 
理)をされていない CD - R / CD-RW 
ディスクは再生でをません。 

• CD - R / CD - RW では、ディスクや記録 
に使用したレコーダーの状態によっ 
て再生できない場合びあります。 

• CD - R / CD - RW に何ち録音されていな 
い。 

• 乾電池び消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 



音がとぶ。 

• 音量を下げる。 

• CD の巧れびひどい^ク U —ニングす 
る。 

• 振動のない場所に置く。 

• CD に傷びある一 CD を取り換える。 

• CD - R / CD - RW では、ディスクや記録 
に使用したレコーダーの状態によつ 
て、再生された音びとんだり、雑音 
び入ることびあ0ます。 

I ラジオ部 I 

FM 受信時ステレオにな6ない。 

• ステレオ放送のとをのみステレオで 
聞 < ことびでをます。 


雑音が入る。 

• FM ステレオ放送を受信しているとを 
は、受信状態によっては雑音びをく 
なじます。 

• 乾電池び消耗していたら、すべて新 
しいものと交換する。 

• テレビの近くで AM 放送を受信する 
と、 AM 放送に雑音び入ることびあり 
まず。また室内アンテナを使巧して 
いるテレビの近<で、本機で FM 放送 
を聞くと、テレビの画像び乱れるこ 
とびあります。このよラなとさは、 

本機をテレビから離してください。 


主な仕様 


SONY. 


4 - 138 - 358 - 02 ( 1 ) 


CD プレーヤー部 


型式 

コンバクトディスクデジタ 
ルオーディオシステム 

チヤンネル数 

2 チヤンネル 

ワウ•フラッター測定限界切下 ( JEITA *) 

周波数特性 

20 Hz - 20,000 Hz +0.021/ 
-0.1 dB CJEITA ) 

ラジオ部 

を信周波数 

FM : 76 MHz - 90 MHz 

AM ; 530 kHz -1,710 kHz 

アンテナ 

FM : □ッドアンテナ 

AM : フェライトバーアンテ 
ナ内蔵 

共通部 

スピーカー 

フルレンジ ：5 cm 、 

コーン型 8 a 2 個 

入力端子 

ステレオ S ニジャック1個 

出力端子 

へッ ドホン(ステレオ S 二 
ジャック ）1 個 
負荷インピーダンス 

160 - 320 

実用最大出力 

1.0 W + 1.0 W ( JbTA /8 Q ) 

電源 

本体巧:家庭巧電源 
( AC 100 V 50/60 HZ ) 

単2形乾電地目個使巧 
(DC 弓 V ) 

消費電力 

8 W 


電池持続時間 


使用乾電池ソ ニーニュー 

ソ ニー 


スーパー 

アルカリ 

測定条件 \ 

\ R 14 P 

LR 14 

FM 受信時 
CJEITA ) 

約35時間 

約55時間 

CD 再生時** 
CJEITA ) 

約3時間 

約14時間 


* JEITA (電子情報技術産業協会)規格による 
測定値です。 

** 音量7分目程度 


最大が形寸法 約271 mm X 122 mm x 

271 mm 

(幅 X 高さ X 奧巧き） 

(最大突起部含む） CJEITA ) 
質量 本体約 1.8 kg 

ご使用時約 Z 2 kg (乾電 
池、 〔 D 含む） 

付属品 電源コード （1 )>、取扱説明 

書’巧証書（1)、安全のため 
に（1)、ソニーご相談窓□の 
ご案内 （1) 

* 付属の電源コードセットは、本機専巧で 
す。他の電気機器では使巧できません。 

本機の仕様おぶび外観は、改良のため予告な 
く蜜更することびあ0ますび、ご了承くださ 
い。 


ノ v " —ソナルオーデイオシステム 


取扱説明書•保証書 

ZS-E5 

お買い上げいただをあ D びと弓ございまず。 

A 罐化 I 電気製品は安全のためのを意事項を守らないと、 

/ へ 胃 口 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取0扱いかたをおしています。 

この取扱説明書と別冊の r まをのために J をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでち見られるところに必ず保管してください。 


保証書とアフターサービス 


保証書 

♦所定事項の記入おぶび記載内容をお 
確かめのラえ、大切に保存して<だ 
さい。 

♦保証期間は、お買い上げ曰より1年間 
です。 

アフターサービス 

調テが悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちう一度ご覧になってお 
調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店または添付の「ソニーご相 
談窓□のご案巧」にあるお近 < のソニー 
サービス窓□にご相談 < ださい。 


保証期間中の修理は 

保罰書の記載内容に基づいて修理させ 
ていただをます。詳し<は保罰書をご 
覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持でをる場合 
は、ご要望により有料修理させていた 
だをます。 

部品の保有期間について 

当社ではパーソナルオーディオシステ 
ムの補修用性能部品(製品の機能を維持 
するために必要な部品)を、製造打ち切 
り後6年間な有しています。この部品な 
有期間を修理可能の期間とさせていた 
だをます。保有期間び経過した媛ち、 
故障箇所によっては修理可能の場合び 
ありますので、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□にご相談 < ださい。 


よくあるお問い合むせ、窓□受付時間などは 
ホームページをごま用ください。 


ほい方巧設•巧 □ 


フリーダイヤル . 

0120 -333-0 吕〇 

携帯電話- PHS - —部の IP 霞話’ 

046 巨- 31 -吕已 11 

修理相談'巧 □ 

フリーダイヤル . 

0120 -222-330 

携帯電話 - PHS •—部の IP 電話- 

0466 -31-2 已 31 

※取扱試巧書'リモコン等の属乂相談はこち 5 へお問し)合わせ < ださい。 


http://www.sony.co.jp/support 


左記番号へ接続を、 
最初のガイダンスが 
流れている間に 


FAX 供近） 01 20-333-389 


r3 04j+r#j 

を巧してください。 
直接、担当窓□へ 
おつなぞしまず。 


ソニー株式会社 T 1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 


◎ 2009 Sony Corporation Printed in China 








電源を準備する 


CD を聞< 


電源コードを接続する 


巧電池で巧ラ 


本機の AC IN 端子に差し込んだあと、壁のコンセントへ差し込んでください。 単2型乾電池6個(別売り）を入れてください。乾電池でお使いに 



なるとをは、電源コードは抜いてください。 

乾電池の交換について 

乾電池のみで使用中、乾電池び消耗してくると OPR / BATT ラン 
プび暗くなったり、自動的に電源び切れたりします。乾電池をす 
ベて新しいものと交換してください。 

ご注意 

乾電池を出し入れするとさは、 CD を取り出しておいて<ださい。 CD ぶた 
の中で CD びずれて傷つ <おそれびあります。 


各部のなまえ 


外部音声入力端子 

□ッドアンテナ 

ラジオバンド切換 

選局つまみ 

フアンクシヨンスイッチ 



0(ヘッドホン)端子 


CD ぶた 

音量つまみ 

W 、 W ( 曲戻し/早戻し、 
巧送り/早送り）ボタン 

■停止ボタン 

►II 再生/一時停止ボタン* 

表 7 JT 窓 

0 PR / BATT ランプ 


A 凸点びついています。操作の目印と 
してお使いください。 

ちょっと一言 

へッドホンで聞くときは、へッドホンを0(へッドホン)端子につないでください。 


1 CD ぶたを開ける。 



2 CD を入れる。 



文字のある面を上に 


3 CD ぶたを閉める。 



4 フアンクシヨンスイッチを rcD 」 にずる。 

0 PR / BATT ランプび点巧し、表示窓に CD の全曲数び表示されま 
す。 



5 ►ii ボタンを巧ず。 

再生び始ま0ます。 


ラジオを聞< 


か部機器をつないで聞< 


こんなとをは 

操作のしかた 

音量を調節する 

音量つまみを回す。 

再生を止める 

■ボタンを押す。 

再生中に一時停止する 

►■1ボタンを押す。 

ちラー度押すと再生び始まる。 

次の曲へ進む 

► w ボタンを押す。 

巧の頭に戻る 

1◄◄ボタンを巧ず。 

巧を聞さなび6間きたい部分を 
探す 

再生中にまたは W ◄ボタンを押した 
ますな。 

電源を切る 

フアンクシヨンスイッチを r 切」にずる。 



こんなとさは_押ずボタン/スイッチ_ 

音量を調節する 音量つまみを回す。 

電源を切る フアンクシヨンスイッチを r 切」にする。 


受信が態をよくする 
FM 放送のとを 

□ッドアンテナを伸ばし、向さを変える。 



AM 放送のとき 


本体を最わ受信状態の良い方向へ向ける。 



別売0のオーディオ機器などを本機につないで、本機のスピーカーで音声 
を聞 < ことびでをます。 



こんなとをは_巧ずボタン/スイッチ_ 

音量を調節する 音量つまみを回す。 

電源を切る フアンクシヨンスイッチを r 切」にする。 


ちょっと一言 

• 本機では、 FM ステレオ放送のみステレオで聞<ことびでをます。 AM のステレオ放 
送はモノラルになります。 
















